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	この遺伝子は、タンパク質チロシンキナーゼファミリーのエフリン受容体サブファミリーに属する。EPHおよびEPH関連受容体は、特に神経系において、発達過程の媒介に関与していることが示唆されている。EPHサブファミリーの受容体は、通常、単一のキナーゼドメインと、システインリッチドメインおよび2つのフィブロネクチンタイプIIIリピートを含む細胞外領域を有する。エフリン受容体は、細胞外ドメイン配列の類似性と、エフリンAおよびエフリンBリガンドへの結合親和性に基づいて、2つのグループに分類される。この遺伝子の発現増加は、複数の形態の癌と関連している。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じる。[RefSeq提供、2013年12月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,機能：エフリンAファミリーメンバーの受容体。エフリンA1、A2、A3、A4、A5に結合します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。チロシンキナーゼファミリー。エフリン受容体サブファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼドメインを1つ含みます。,類似性：SAM（無菌αモチーフ）ドメインを1つ含みます。,類似性：フィブロネクチンIII型ドメインを2つ含みます。,サブユニット：PRKCABPおよびGRIP1と相互作用します。,組織特異性：広く発現しています。,
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